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第１章 本事業の概要 

 

１－１．目的 

食品表示法（平成 25 年法律第 70 号）に基づく、食品表示基準（平成 27 年内閣府

令第 10 号）が平成 27 年に施行され、容器包装に入れられた一般用加工食品及び一

般用の添加物の栄養成分表示が義務化され、消費者が食品に含まれる熱量や栄養成

分に関する情報を得ることができ、その情報を基に日々の栄養・食生活の管理に活

用し得る環境が整った。また、栄養成分表示の活用場面は、食品に関する知識や食

品を選択する能力等を取得する場である学校、食品購入の場であるスーパーマーケ

ットなど、ライフステージや健康課題等によって様々な場面が想定され、各場面に

おいて、栄養成分表示の活用に関する情報を積極的に発信していくことが求められ

ている。 

消費者庁では平成 28 年度に「栄養表示の消費者教育の在り方に向けた調査事業」

を実施し、消費者向けの栄養表示及び保健機能食品に関するパンフレットや、支援

者向けのパンフレットを効果的に活用するためのポイントや方法等をまとめた解説

書を作成している。 

さらに、平成 29 年度には「栄養成分表示等の活用に向けた消費者教育に関する調

査事業」で、平成 28 年度事業で作成した教育媒体及び解説書を活用して、徳島県に

おいて若年女性、中高年者及び高齢者向けの３つの教育プログラムの企画・実施・

評価を実施し、評価結果を受けて教育媒体の一部修正を行った。 

本事業では、これまでの事業結果も踏まえ、全国展開に向けた更なる検討を行う

こととし、それぞれの地域において、積極的に情報の受発信ができるよう、栄養成

分表示等の活用に向けた消費者教育を推進するプログラムやその実践に取り組む際

のポイントをまとめた実践マニュアルを作成することを目的とした。 

 

１－２．事業内容 

プロジェクトチーム及びワーキンググループを設置し、消費者教育を推進するプ

ログラム及び地域で実践する際のポイントをまとめた実践マニュアルを作成した。 

プログラムは、実践の場と対象者の年齢層を踏まえ、以下の３種類を検討した。 

①学校教育の場を活用した若年者向けプログラム 

②地域の集いの場を活用した高齢者向けプログラム 

③食品購入の場を活用した成人一般向けプログラム 

事業実施に当たっては、有識者、行政関係者、民間事業者等で構成されたプロジ

ェクトチームと、徳島県及び徳島県内の実証地域の関係者等で構成されたワーキン
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ググループにおいて、プログラムの内容や進め方を検討した上で、実証地域で各プ

ログラムを試行した。 

また、今後の全国展開を見据え、試行実施結果を踏まえて徳島県以外の１地域

（新潟県）での実行可能性を検討した。若年者向けプログラムについては実際に新

潟県内の大学で試行し、高齢者向け・成人一般向けプログラムについては関係者へ

のヒアリングを通じて実行可能性を検討した。 

上記の実証結果を踏まえ、プロジェクトチームにおいて、栄養成分表示等を活用

した消費者教育プログラムを地域で実践する際のポイントについて議論し、実践マ

ニュアル案として取りまとめた。 
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第２章 本事業の実施体制・検討経緯 

 

本事業は、有識者、行政担当者、民間事業者等からなるプロジェクトチームと、

実証地域の関係者からなるワーキンググループの２つの会議を設置し、検討を進め

た。 

 

図表 1 プロジェクトチーム 委員一覧 

○ 赤松 利恵 お茶の水女子大学 基幹研究院自然科学系 教授 

阿部 絹子 群馬県健康福祉部 保健予防課 健康増進主監 

上野 正一 
ハウス食品グループ本社株式会社 

研究開発本部イノベーション企画部 グループ長 

岡 友美 
徳島県 危機管理部 消費者くらし安全局 安全衛生課 

食の安全安心担当 主査兼係長 

川口 徳子 日本ハム株式会社 お客様サービス部 マネージャー 

中川 圭子 新潟県福祉保健部 健康対策課 健康食育推進係 

村山 伸子 新潟県立大学 人間生活科学部 健康栄養学科 教授 

森 佳光 キユーピー株式会社 執行役員 兼 広報・CSR 本部 本部長 

山嵜 高彦 イオントップバリュ株式会社 商品開発本部 

 
（◯：座長、50 音順・敬称略） 
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図表 2 ワーキンググループ 委員一覧 

岡 友美 
徳島県危機管理部 消費者くらし安全局 安全衛生課 

食の安全安心担当 主査兼係長 

菊野 良子 藍住町食生活改善推進協議会 会長 

佐藤 浩 
株式会社キョーエイ 食品販売部 北部地区長 

兼 安全安心室 室長 

髙橋 保子 公益社団法人徳島県栄養士会 会長 

竹谷 水香 
徳島県 東部保健福祉局（徳島保健所） 

健康増進担当 係長 

谷口 知瑶 
徳島県危機管理部 消費者くらし安全局 安全衛生課 

食の安全安心担当 主事 

坂東 善子 藍住町保健センター 管理栄養士 

 
（50 音順・敬称略） 

プロジェクトチーム及びワーキンググループの開催日及び議題は、以下のとおり

であった。 

 
図表 3 プロジェクトチーム 開催概要 

回数 開催時期 テーマ・検討内容 

第１回 
平成 30 年

12 月 20 日 

・教育プログラムの全体構成の整理 

・地域の実態把握の方法の検討 

・学習プログラム例の企画・実施・評価方法の検討 

第２回 
平成 31 年

２月６日 

・学習プログラム例の企画・実施・評価方法の検討 

・徳島県以外の実証地域の検討 

・実践マニュアル骨子の検討 

第３回 
平成 31 年

３月４日 

・報告書骨子案の検討 

・実践マニュアル案の検討 
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図表 4 ワーキンググループ 開催概要 

回数 開催時期 テーマ・検討内容 

第１回 
平成 31 年 

1 月 16 日 

・実証地域の実態把握 

・実証地域における健康課題の検討 

・実現すべき食品選択行動の検討 

第２回 
平成 31 年 

２月 19 日 

・学習プログラム例の企画検討 

・学習プログラム例の実施方法の検討 

・学習プログラム例の評価方法の検討 
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第３章 栄養成分表示を活用した消費者教育の全体像 

 

３－１．消費者政策における消費者教育の位置付け 

消費者政策の推進は、消費者が安心して安全で豊かな消費生活を営むことができる

社会の実現に向け、国民の消費生活の安定及び向上を図ることを目的としている。国

民の消費生活における基本的需要が満たされ、その健全な生活環境が確保される中で、

消費者の利益の擁護及び増進と共に、消費者の自立･共助を通して消費者自らが積極

的に参画する公正で持続可能な社会づくりが進むよう、あらゆる消費者の自主的で合

理的な選択の機会の確保と消費生活を営むのに必要な情報・教育の提供を図ることを

基本としている。 

具体的には、消費者基本法（昭和 43 年法律第 78 号）の規定に基づき策定された

消費者基本計画の下、関係省庁との協働により、①～⑥を柱として様々な施策を推進

している。これらの施策は、持続可能な開発目標（SDGs）の達成に資することにも

配慮し実施している。 

 図表 5 第３期消費者基本計画の柱 

① 消費者の安全の確保 

② 表示の充実と信頼の確保 

③ 適正な取引の実現 

④ 消費者が主役となって選択・行動できる社会の形成 

⑤ 消費者の被害救済、利益保護の枠組みの整備 

⑥ 国や地方の消費者行政の体制整備 
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図表 6 消費者政策の推進 全体像 

 
 

３－２．栄養成分表示を活用した消費者教育の推進 

栄養成分表示をするか否かは、従来は事業者の判断に任されていたが、食品表示基

準の施行により、容器包装に入れられた加工食品への栄養成分表示（熱量、たんぱく

質、脂質、炭水化物及び食塩相当量）が義務付けられた。栄養成分表示は、消費者が

自身の健康維持・増進に適した食品を選択する際に活用できる重要な情報源である。

今後、更に栄養成分表示がある食品は増えていくことになり、これにより、栄養成分

表示を活用する機会も増えていくことが予想される。 

栄養成分表示の活用場面は、若年者の学習場面、スーパーマーケットなど食品購入

の場面、高齢者が自発的に集まる場面など、ライフステージや健康課題、食品の選択

方法や内容によって様々な場面が想定される。そこで、消費者庁では、平成 30 年度

に「地域特性をいかした栄養成分表示等の活用に向けた消費者教育に関する調査事業」

を実施し、消費者に身近な地域において、地域の健康課題や地域でよく購入（販売）

されている食品に着目して具体的な場面での実践プログラムを例にし、教育実践マニ

ュアルの作成に取り組むこととした。 

これにより、栄養成分表示を活用することで、健康づくりと適切な食品の選択をつ

なげた消費者教育を、地域で実践することができる。 
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図表 7 栄養成分表示を使った健康づくりを、地域で消費者教育として実践 

 
 

今後、消費者の健康の保護及び増進を図り、自主的かつ合理的な食品選択ができ

る社会づくりを進めるためには、栄養成分表示の義務化に併せて、消費者が栄養成

分表示を使って適切な食品選択ができる実践力を育む消費者教育の推進が必要とな

る。 

消費者教育は、知識を一方的に与えることではなく、日常生活の中での実践的な

能力を育み、社会の消費者力の向上を目指して行われるべきものである。 

栄養成分表示によって、事業者は食品の栄養的特性を開示でき、消費者は栄養成

分の量を知ることができる。また、それによって消費者は自身の状況に応じた食品

選択ができ、事業者はそうした食品選択に関する消費者特性を知ることができる。

このように、栄養成分表示は、食品を選択・購入する消費者と食品を生産・販売す

る事業者をつなぐ重要な役割を果たすものである。 

栄養成分表示を活用した消費者教育は、適切な食品選択を通して、健康づくりと

自主的かつ合理的な食品選択ができる社会づくりを目指し、進められるものであ

る。消費者教育は、教育機関・地域・消費者団体・事業者団体・地方自治体・行政

などにより既に行われている食育の取組の一環として、推進することもできる。 
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図表 8 栄養成分表示を活用した消費者教育の推進 
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３－３．栄養成分表示を活用した消費者教育で育む力と目指す方向 

消費者教育は、消費生活に関する知識や技能を消費者が学び取り、実際の生活に

それをいかして、豊かで安全で安心な暮らしを実現していくための活動である。消

費生活と経済社会との関わりが多様化・複雑化し、地域・家族のつながりが弱まる

中で、社会の安定と持続可能性を確保するには、消費者が、自らの意思決定や消費

行動がもたらす影響と消費者の社会的役割を自覚し、行動することが求められてい

る。 

消費者教育の推進の基本的な方向として、消費者教育の対象領域を①消費者市民

社会の構築、②商品等の安全、③生活の管理と契約、④情報とメディアの４つに分

類し、それぞれの領域で育むべき力（目標）が示されている。 

対象とする領域は、消費生活の特徴的場面であり、生涯の発達段階（ライフステ

ージ）において、消費者としての諸能力を身に付けていくことが重要である。 

小学生期から高校生期における学校での消費者教育は、学習指導要領にのっとっ

て行われる。次の段階の成人期（特に若年者）においては、高校生期までに身に付

けた基礎を踏まえつつ、更に必要な内容について学びを深めることにより、その知

識や技能を自分のものとして活用できるようになることが期待される。また、成人

期の消費者教育としては、自学自習での取組の場が提供されることも重要となる。 

図表 9 ライフステージの分類（成人期） 

時 期  各期の特徴 

成人期 成人一般  精神的、経済的に自立し、消費者市民

社会の構築に、様々な人々と協働し取

り組む時期 

成人期 特に若年者 おおむね高校生期以降、

30 歳程度まで 

生活において自立を進め、消費生活の

スタイルや価値観を確立し、自らの行

動を始める時期 

成人期 特に高齢者 おおむね 65 歳以上 周囲の支援を受けつつも人生での豊富

な経験や知識を消費者市民社会構築に

いかす時期 

＊消費者庁「消費者教育の体系イメージマップ～消費者力ステップアップのために～（消費者教育推

進のための体系的プログラム研究会）」（平成 25 年 1 月）より引用・改変 
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本事業では、栄養成分表示を活用した消費者教育においても、消費者教育の推進

の基本的方向を基に、プロジェクトチームでの検討を通じて、対象とする領域と、

各領域で育む力を整理した（図表 10 参照）。 

整理に当たっては、消費者の食品の選択・購入が健康や家計に影響を及ぼすだけ

でなく、食品の生産、加工、流通、販売といった社会の営みとしての活動と大きく

関わっているという特徴に留意した。 

対象とする領域は以下の４領域とした。 

1. 高齢化の進展や食生活の多様化が進む中、健康長寿を支える持続可能な社会づ

くりに消費者自らが積極的に参画する「①消費者市民社会の構築」 

2. 食品を選択・購入し、健康づくりに役立つよう改善や開発を求める「②食品の

選択・利用と改善・開発」 

3. 健康づくりや安定した家計運営、食品の消費など、消費者一人一人の生活と社

会生活の両者の質の安定を図る「③健やかで心豊かな食生活の確保」 

4. 食に関して受信する様々な情報から自分（自分たち）に合った適切な情報を選

択・活用し、積極的に発信する「④食に関する情報の循環の形成」 

 

上記の各領域について、栄養成分表示を活用した消費者教育で育む力をまとめた

ものが、「栄養成分表示を活用した消費者教育で育む力と目指す方向」である（図

表 10 参照）。 

こうして育んだ力を、自らの生活、そして社会生活で発揮することで、消費者一

人一人の豊かな食生活と共に、健康長寿を支える持続可能な社会の実現を目指す。 

  



 

12 

 

図表 10 栄養成分表示を活用した消費者教育で育む力と目指す方向 

 
上記の「育む力」については、様々な場面、様々な人たちによって、既に実践さ

れている食生活の改善に関する取組に、栄養成分表示の活用を加えることで、食品

選択を行う消費者がどのような力を育むべきかを改めて考え、そのためにどのよう

な実践に取り組んだらよいかを話し合う手掛かりとなる。 

なお、「栄養成分表示を活用した消費者教育で育む力と目指す方向」について

は、今後、栄養成分表示を活用した消費者教育の実践が進む中で、食生活を取り巻

く社会の状況により適した内容になっていくことが求められる。 
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第４章 教育の実践プログラム 

 

４－１．若年者 

４－１－１．実施機関等 
本事業で作成した若年者向け消費者教育プログラムは、徳島県、新潟県の２県に

所在する４大学において、管理栄養士養成課程の学生を対象に実施した。プログラ

ムは消費者庁の出前講座として実施され、講師は消費者庁食品表示企画課の職員が

担当した。 

 

図表 11 若年者向け消費者教育プログラム 試行実施機関 

徳島県 

徳島大学 

徳島文理大学 

四国大学 

新潟県 新潟県立大学 

 

 

４－１－２．狙い 

本事業で作成した若年者向け消費者教育プログラムは、若年者が自身の食生活を

振り返るとともに、自分のお気に入りの食品の栄養成分表示を用いた情報発信資材

を作成することで、下記のことを狙いとしたものである。 

①栄養成分表示が健康づくりに役立つ重要な情報源であること、自分たちの食品選

択行動によって、社会に出回る食品が変わる可能性があることを学ぶ。 

②自分たちの消費行動や健康課題を踏まえ、身近な食品を例に、同世代の人たちに

向けて、栄養成分表示を健康づくりに生かす食品選択のヒントを発信する力を身

に付ける。 

本事業では、本プログラムの改善点及び実践に当たっての留意点を抽出し、実践

マニュアルとしてまとめることを目的として、本プログラムを実際の教育現場で試

行した。 
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４－１－３．実施内容 

プログラムは、チェックシートによる自身の食品購入状況の振り返り、栄養成分

表示を活用した食品選択の重要性についての講義、お気に入りの食品について栄養

面でおすすめする情報発信ツールの作成の 3 部構成とした。 

 

図表 12 プログラムの概要とポイント 

チェックシートによる振り返り 

 ①自身の食品購入状況を記録する。 

②自身のお気に入りの食品について、栄養成分表示を中心に主な表示の内容を確

認する。 

 

講義 
 ①栄養成分表示は健康づくりに役立つ重要な情報源であることを知る。 

②自分たちの食品選択によって、社会に出回る食品が変わる可能性があることを知

る。 

 

演習（グループワーク） 
 持ち寄ったお気に入りの食品のうち、栄養面でおすすめできる食品を選び、以下の点

について話し合い、実際に当該食品の栄養面での特長を発信する情報発信ツールを

作成する。 

①お気に入りの食品が、栄養面でおすすめできるものになり得るか。 

②分かりやすく、食品選択のヒントにつながるメッセージや示し方。 

 

４－１－４．プログラムの進め方 

（１）事前チェックシートの記入 

講義・演習の約１週間前に担当教員が学生にチェックシートを配布し、居住形態

（一人暮らし、家族と同居など）、普段の食品購入頻度のほか、３日間の食品の購

入状況、お気に入りの食品について記録した。 

３日間の食品の購入状況は、商品ごとに、栄養成分表示があった場合には〇を付

け、さらに食品購入の際に栄養成分表示のどの成分を見たか、該当する成分に〇を

付ける内容とした。購入した全ての食品ではなく、Ａ４サイズ用紙両面に記載でき

る範囲（15 食品）とし、末尾に、３日間で購入した食品数の合計を記録する形式と

した。 
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図表 13 チェックシートの内容の一部 （食品購入の状況） 

 

お気に入りの食品については、その表示に関する情報の記録欄を設け、表示内容

について、①商品名、②原材料名（うち、知っているものに○を付ける）、③内容

量、④栄養成分表示、⑤製造者又は販売者の５つを記録する形式とした。なお、実

物やコピーを貼ることでも可とした。 

表示内容以外の情報として、食品の価格、お気に入りの理由（おいしさ、好み、

量・大きさ、栄養面など）についても記入欄を設けた。 

 

図表 14 チェックシートの内容（お気に入りの食品） 
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（２）講義 

国民健康・栄養調査の結果や生活習慣病有病率等のデータに基づき、日本人の栄

養摂取状況及び健康状態について講義を行い、栄養成分表示が、現在の栄養摂取状

況を生活習慣病予防や健康増進のための目標に近づけるために活用できる重要な情

報源であること、また、栄養成分表示を用いて消費者自らが適切な食品を選択する

ことで、社会に出回る食品が変わる可能性があること、ひいては日本の経済社会全

体に大きな影響を及ぼし得ることについて説明した。 

講義に当たっては、「栄養成分表示を活用しよう①～⑤」と、演習での取組に必

要な情報を盛り込んだ資料集を教材として用いた。 

 

図表 15 資料集の内容（抜粋） 

 

（３）演習 

講義の内容を踏まえ、参加者が事前にチェックシートに記入したお気に入りの食

品を題材に、①栄養面で他者に薦められる食品になり得るか、②分かりやすく、食

品選択のヒントにつながるメッセージや示し方はどのようなものかについてグルー

プワーク形式で話し合い、実際に当該食品の栄養面での特長を発信する情報発信ツ

ールを作成した。 
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演習は、ステップ①「おすすめ食品の選択」、ステップ②「当該食品の栄養面で

のおすすめポイントの検討」、ステップ③「情報発信メッセージの検討と情報発信

ツールの作成」の３ステップで実施した。 

演習時間は約 120 分で、話合いの前に、演習全体の進め方（ステップ①から③）

について説明し、時間は区切らず、各グループのペースで話合いを進めた。学生は

１グループ５名程度に分かれて話合いを行った。 
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図表 16 演習の進め方 

ステップ① おすすめ食品の選択 

 ・各自でお気に入りの食品について、その理由をチャートを用いて振り返り、整

理した。 

・グループでの話合いを通して、お気に入りの食品で、栄養成分表示を活用し、

おすすめできるものを選択した。 

お気に入りの食品の理由の振り返り チャート 

 

ステップ② 当該食品の栄養面でのおすすめポイントの検討 

 ・ステップ①で選択したおすすめ食品について、栄養成分表示を使いながら、着

目する栄養的価値について話し合った。 

・話合いに当たっては、20 歳代の健康状態や消費行動の特徴などの情報を参考

にした。 

＜栄養的価値の検討に当たり、参考とした情報（例）＞ 

・20 歳代の健康状態     ・20 歳代の歩数、運動習慣の現状 

・20 歳代の消費行動の特徴  ・20 歳代のエネルギー・栄養素摂取の現状  

ステップ③ 情報発信メッセージの検討と情報発信ツールの作成 

 ・ステップ②で話し合ったおすすめ食品の栄養的価値を踏まえ、それについて情

報発信する際にコアとなるテーマを決めた。 

・上記で決めたテーマに沿って、１）食品選択のヒントになる分かりやすいメッ

セージ、２）取り上げた栄養的価値に着目する理由、３）おすすめポイント、

４）具体的な栄養成分表示の例について検討した。 

・検討した内容について、決められた情報量や形態に合わせて整理し、情報発信

ツール（A４サイズ２ページ、手書き）を作成した。 

 



 

19 

 

４－１－５．結果 

（１）参加者数 

平成 30 年 11 月～12 月の間に、４箇所で１回ずつ、計４回のプログラムを実施し

た。プログラムの実施日、実施会場、参加者数、グループワークでのグループ数は

以下のとおりであった。 

 
図表 17 プログラム実施概要 

実施日 平成 30 年 11 月 12 日（月） 実施会場 徳島大学 

参加者数 46 名 グループ数 ７グループ 

 

実施日 平成 30 年 12 月７日（金） 実施会場 四国大学 

参加者数 67 名 グループ数 12 グループ 

 

実施日 平成 30 年 12 月 19 日（水） 実施会場 徳島文理大学 

参加者数 37 名 グループ数 ８グループ 

 

実施日 平成 30 年 12 月 21 日（金） 実施会場 新潟県立大学 

参加者数 38 名 グループ数 ８グループ 

 
 
（２）事前チェックシートの記入内容 

居住形態は「一人暮らし」が約６割、「家族と同居」は約４割であった。 

普段の食品の購入頻度は、「週１～２回」が約４割と最も多かった。 

 

図表 18 普段の食品の購入頻度 
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３日間で学生自身が購入した食品数は平均して約７品、うち栄養成分表示がある

食品は約７割であった。また、食品を購入する際に見ていた栄養成分表示は、「エ

ネルギー（熱量）」が最も多く、約半数を占めていた。 

居住形態と食品購入頻度との関連については、「家族と同居」の学生について

は、「一人暮らし」の学生に比較して食品購入頻度が低かった。 

お気に入りの食品については、「菓子類」が多く、次いで「し好飲料類」が多か

った。知っている原材料名については、「砂糖」や「マーガリン」などの食材料名

が多く、添加物などは少なかった。 

お気に入りの食品の価格については、「100～300 円」が約８割、次いで「100 円

未満」が約１割で、300 円未満がほとんどであった。 

お気に入りの理由については、「おいしさ」が約８割と最も多く、次いで「好

み」が約６割で、「栄養面」が約２割にとどまった。 

 

図表 19 お気に入り食品を選んだ理由 

 
 

 

（３）演習での話合い 

選択したおすすめ食品の栄養素として多く挙がったのは、「食物繊維」と「カル

シウム」であった。多くのグループが、20 歳代の摂取状況などを踏まえて、摂取不

足を補う側面から選択していた。その他、「エネルギー（熱量）」などを取り上げ

るグループもあった。 

「食物繊維」に着目したおすすめ食品には、納豆や野菜ジュースなど様々な食品

がみられた一方で、「カルシウム」に着目したおすすめ食品は主に乳・乳製品であ

った。 
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図表 20 食物繊維に着目した情報発信ツールの例 

 
 

図表 21 カルシウムに着目した情報発信ツールの例 
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「エネルギー（熱量）」に着目したグループの多くは、菓子類をおすすめ食品と

して選択しており、おすすめの理由をどのように工夫するのかが、話合いのポイン

トとなった。食品の栄養的な特徴を踏まえた食べ方の工夫を提案するなど、情報発

信の内容に工夫が見られた。 

 

図表 22 エネルギーに着目した情報発信ツールの例 

 
 
 

（４）参加した学生たちの感想 

 実際に自分で買った商品から、おすすめする栄養素や 20 歳代の問題を抽出し、結

び付けたのが今までになく新鮮でした。 

 同年代に伝えるものを作るのが初めてだったので良かった。 

 他の食品と比べたり、選んだ食品の利点を考えたりするのがとても楽しかった。 

 自分たちが選んだ商品を知ってもらいたいという気持ちで、紹介文やアピール方

法がどんどん思い付いた。とてもいい経験になった。 

 説明は分かっていることばかりで面白くなかった。しかし、班でポスターなどを

作成することがほとんどないので、作業は楽しかった。 

 栄養成分表示は普段からよく見ていたが、家計における食費の割合がこれほどに

多いことは知らなかった。そして、表示を見て購入することが「経済や社会を変

脂質と⾷塩の摂取量を減らす
インスタント⾷品の選び⽅
現状の栄養問題
20歳以上の⾷塩摂取量は男性︓10.8g
⼥性︓9.2gとなっています。
⽬標としては男性8g未満、⼥性7g未満
です。
⾷塩の7割は調味料からで、
それ以外にはｶｯﾌﾟﾗｰﾒﾝなどがあります。
資料:（現状）厚⽣労働省「平成28年国⺠健康・栄養調査」

（⽬標）厚⽣労働省「⽇本⼈の⾷事摂取基準（2015年版）」

脂質の摂取量は男⼥ともに
増加しています。
脂質は、主に脂⾝つきの⾁などの⾁類
バターなどの油脂類から摂っています。

資料︓厚⽣労働省「平成27年国⺠健康・栄養調査」
厚⽣労働省「平成28年国⺠健康・栄養調査」
厚⽣労働省「平成29年国⺠健康・栄養調査」

今回、着⽬したのはインスタントラーメン（袋麺）です。
⼿軽に⾷べられて安いのが特徴であり、⼀⼈暮らしの⼈には⼈気です。
インスタントラーメンには、⾷塩が多く含まれ、麺を油で揚げている
ため脂質も多いです。
ですが、インスタントラーメンでも選択の仕⽅と⾷べ⽅によって、脂質
や⾷塩の摂取が減らせます︕

⾷塩の摂取量の状況
（20歳以上）

現状 ⽬標 現状 ⽬標
男性 ⼥性

10.8
9.2

8未満
7未満

12

10

8

6

4

2

0

（g/⽇）

-□- 20-29歳男性

80

60

40

20

0

（g）

平成

55.2 52.7
57.0 56.8 55.0

58.3

24 25 26 27 28 29

67.9 67.1
69.8 72.0

67.7 69.0

-△- 20-29歳⼥性
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える」ということをより強く感じた。今後はこのことを自分自身も意識し、か

つ、学部外の友達や家族にも伝えていきたいと思った。 

 栄養成分表示を見てそれを自分の健康にいかすということは大事なことだとは思

うが、実際に啓発する資料を作ろうとなると難しかった。 

 自分たちの消費活動で世の中に出回る食品が変わるのは確かにそうだなと感じた

し、今後食品を買う際に自分の「この商品良さそう」というイメージだけではな

く、栄養成分表示も気にしてみて、より良い商品が市場に出回ればいいなと感じ

た。 
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４－２．高齢者 

４－２－１．実施機関等 

徳島県藍住町を実証地域として、地域住民を参加対象とした意見交換会を実施し

た。実施に当たっては藍住町社会福祉協議会と藍住町食生活改善推進協議会の協力

を得て地域住民の参加を募った。 

 
図表 23 徳島県藍住町の概要 

[面積] 

16.27 平方キロメートル 

[総人口] 

35,221 人（平成 31 年１月末現在） 

（男性 17,016 人、女性 18,205 人） 

[世帯数] 

14,378 世帯（平成 31 年１月末現在） 

[高齢化率] 

22.2%（徳島県は 31.8%）（平成 28 年） 

[特産品] 

春先に収穫する洋ニンジンの生産地。その他、ナシ、カリフラワー、シロウ

リの生産が盛ん。味噌醸造業も盛ん。 
 

 

４－２－２．狙い 

本事業で作成した高齢者向け消費者教育プログラムは、高齢者が食生活を含む生

活状況を振り返り、自身や地域の健康課題を認識した上で、次のような情報発信を

行う力を身に付けることを目的として作成したものである。 

①地域の高齢者たちが、自分たちの町ならではの元気生活アイデアについて、話

し合い、栄養成分表示も活用して、楽しいアイデアを出し合う。 

②そのために必要な情報として、栄養成分表示や栄養とは何かということと共

に、自分の体格（BMI）を確認しつつ、地域や高齢者の健康課題を共有できる

コミュニケーション資材を使って、これまでの生活を通して獲得してきた情報や

経験と組み合わせ、それぞれの発言を基に、栄養成分表示も活用した元気生活の

アイデアをまとめてみる。 

［徳島県］ 
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本事業では、本プログラムの改善点及び実践に当たっての留意点を抽出し、実践

マニュアルとしてまとめることを目的として、高齢者の意見交換会を設定し、本プ

ログラムを試行した。 

 

４－２－３．実施内容 

プログラムは、チェックシートによる自身の振り返り、コミュニケーションツー

ルを用いた学習・話合い、昼食のお弁当を題材にした学習・話合いの３部構成とし

た。 

 

図表 24 プログラムの概要とポイント 

必要な情報を知り、自己チェック 

 ①自身の体格や食生活の振り返り 

②地域の健康課題やよく食べられている食品を取り上げた、コミュニケーション資材

を用いた、地域や高齢者の健康課題の学習 

 

元気生活のアイデアの話合い 
 ①食品表示カードを用いた、１食当たりのたんぱく質の目安量の確認と、食品の組合

せの体験 

②元気生活のアイデアとして、低栄養や肥満が悪化しないための食べるコツについ

ての話合い 

③昼食のお弁当を題材に、食事に含まれるエネルギーやたんぱく質量を確認 

 

お持ち帰りカードを使って継続的な振り返り 
 ①お持ち帰りカードを使って、普段の振り返り 

②お持ち帰りカードを使って、仲間との伝え合い 

 

本事業では、全２回の意見交換会を開催し、改善点や活用方法について参加者の

意見を収集し、コミュニケーション資材の改訂を行った。第１回意見交換会では上

記プログラムを一通り実践し、コミュニケーション資材の分かりやすさ、見やす

さ、活用方法について参加者の意見を収集した。第１回意見交換会の終了後、参加

者同士の話合いの結果を踏まえて、コミュニケーション資材改訂版を作成した。約

１か月後に開催した第２回意見交換会では、第１回意見交換会で学んだ内容が自身

の生活にどのように反映されたか参加者同士で話し合うとともに、コミュニケーシ
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ョン資材改訂版について確認し、分かりやすさ、見やすさ、活用方法について再度

話合いを行った。 

 

 

４－２－４．プログラムの進め方 

（１）全体概要 

第１回、第２回意見交換会共に、１グループ５名（計４グループ）のグループワ

ーク形式を採用した。全体進行は、消費者庁食品表示企画課の職員が務め、県や町

の管理栄養士等が各グループでファシリテーターとなり、グループワーク（話合

い）を進行した。 

 

図表 25 第 1 回意見交換会 開催概要 

日時：平成 31 年１月 28 日（月）10:00～12:30 

会場：藍住町保健センター２階会議室 

資料：１．次第 

２．高齢者アセスメントシート 

３．BMI 早見表案 

４．コミュニケーションツール 

５．付録（表示カード） 

６．お弁当チェックシート案 

次第： 

 時間 内容 

 10:00～10:05 はじめに 

 10:05～10:20 １．自分のからだや健康、食生活をチェックしてみよう 

 

10:20～11:45 

２．コミュニケーションツールを使って伝え合おう 

 
 

・栄養って？栄養成分表示って？ 

・高齢者の健康づくりと、地域の課題 

・栄養成分表示の活用アイデア 

 11:45～12:15 昼食（お弁当） 

 12:15～12:25 ３．お弁当を食べてみて、栄養成分量をチェックしてみよう 

 12:25～12:30 おわりに 
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図表 26 第２回意見交換会 開催概要 

日時：平成 31 年２月 26 日（火）10:00～12:00 

会場：藍住町保健センター２階会議室 

資料：１．次第（受付配布） 

２．コミュニケーションツール見直し案 

３．食品カード 

４．たんぱく質・エネルギーマップ 

５．コミュニケーションツール見直し版（抜粋） 

６．終了後アンケート 

７．コミュニケーションツール見直し案（持ち帰り版） 

次第： 

 時間 内容 

 10:00～10:05 はじめに（第 1回意見交換会の振り返り） 

 10:05～10:50 １．話合い① 

 
  

・コミュニケーションツールについて各班で話し合ってもら

い、分かりやすさや話し合いやすさを確認 

 
10: 50～11:20 

２．話合い② 

  ・全体で、各班の意見を発表・意見交換（10 分×４班） 

 

11:20～11:50 

３．話合い③ 

 

 

・栄養って？栄養成分表示って？ 

・高齢者の健康づくりと、地域の課題 

・各班で、話合い②で出た内容を踏まえ、再度話合い 

・藍住町の健康づくりの取組とのつながりについての話合い 

 11:50～12:00 おわりに 
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（２）第１回意見交換会の実施内容 

①アセスメントシートによる自己チェック 

参加者の基本的な身体状況や生活習慣を把握するとともに、参加者も自身の生活

の振り返りを行うことを目的に、アセスメントシートによる自己チェックを行っ

た。 

自己チェックは「身体状況の振り返り」、「食生活の振り返り」、「食事以外の

生活習慣の振り返り」の３部構成とした。食生活の振り返りにおいては、食事内容

や食習慣だけでなく、栄養成分表示を参考にしているか否かや、特定保健用食品、

機能性表示食品の利用習慣といった、食品表示に関連する行動についてもチェック

項目を設けた。 

 

図表 27 アセスメントシート チェック項目 

身体状況の振り返り 

 性別・年齢、BMI（身長・体重）、既往歴 

食生活の振り返り 

 低栄養予防への意識 

 普段の食欲 

 食品の買物に行く頻度 

 栄養成分表示を参考にしているか 

 

朝・昼・夕の三食に含まれる食品グループ 

＊前日の食事を思い出して、それぞれの食事に３つの食品グループ（麺類、魚介類／

肉類／大豆・大豆製品／卵類／乳類、野菜類）が含まれていたかどうかをチェック。 

 間食を食べる習慣 

 特定保健用食品、機能性表示食品の利用習慣 

食事以外の生活習慣の振り返り 

 運動習慣 

 地域活動についての習慣 
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図表 28 アセスメントシート 

 
 

②コミュニケーション資材を用いた話合い 

事前に準備したコミュニケーション資材を用いて、栄養成分表示や栄養・食事摂

取、低栄養・肥満による健康リスク等に関する基礎知識、地域（実証では徳島県）

における健康課題について話し合った。 

 

図表 29 コミュニケーション資材 表紙 
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■栄養及び栄養成分表示に関する基本的な知識 

プログラムのテーマである「栄養成分表示」について確認するとともに、三大栄

養素（たんぱく質、脂質、炭水化物）及びビタミン・ミネラルの役割について情報

を共有した。 

 
図表 30 コミュニケーション資材 

 
 
 

■自身の食事量と活動量のバランスのチェック（BMI を活用） 

活動量と比した食事量の過不足を簡便にチェックする方法として、BMI やその変

化に着目する方法について説明した上で、実際に参加者自身の BMI が基準範囲に納

まっているかについて早見表を用いて確認した。 

 

図表 31 コミュニケーション資材 
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■たんぱく質の重要性 

高齢者にとって、筋肉量や活動量の維持に必要な栄養素として「たんぱく質」に

焦点を当て、１日の必要量及び食品の含有量について情報を共有した。含有量につ

いては、肉類等のたんぱく質を多く含む食品を紹介するだけでなく、摂取量の多い

主食（穀類）にもたんぱく質が含まれていることについて情報を共有した。 

 

  図表 32 コミュニケーション資材 

 
 
■低栄養及び肥満の危険性 

低栄養状態が虚弱を招き、食欲や食事量の低下により更なる低栄養状態に陥ると

いう悪循環について、鳴門海峡の渦潮をイメージした渦に例えて情報を共有した。

また、逆に過剰摂取による肥満が生活習慣病リスク増加を招くことについても触れ

て、バランスの取れた食事の重要性について情報を共有した。 

図表 33 コミュニケーション資材 
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■地域の健康課題の把握 

BMI、生活習慣病の有病率、要介護認定率、疾病別死亡率について、全国と徳島県

及び藍住町のデータを比較し、地域の健康課題について情報を共有した。生活習慣

病については、年齢調整死亡率が全国と比較して高い腎不全及び糖尿病に焦点を当

てた。 

 

図表 34 コミュニケーション資材 

 
 

上述のとおり情報共有を行った後、内容についての感想や、コミュニケーション

ツールの分かりやすさについて、参加者同士で意見交換を行った。コミュニケーシ

ョンツールは親しみやすさの観点から、表現の言い換えや、食品イラストの追加・

変更の必要性について、特に意見を促した。 
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③１食当たりのたんぱく質の目安量の確認 

たんぱく質を十分に摂取するための重要な情報源として栄養成分表示の表示内容

や読み取り方について情報を共有した。その際、徳島県でよく食べられている食品

として「きんとき豆」のパック入りの煮豆の栄養成分表示を例に挙げた。 

また、1 食当たりの必要なたんぱく質量（目安）を確保できる食事内容をイメー

ジするため、食品イラストに栄養成分表示を添えた食品表示カードを作成し、参加

者自身が 1食の組合せを考えるグループワークを行った。 

 

図表 35 コミュニケーション資材 
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図表 36 食品表示カード 

 
 

④低栄養や肥満が悪化しないための食べるコツについての話合い 

学習内容を踏まえて、食事と運動の両面から低栄養・肥満を予防し、元気生活を

送るためのアイデアを参加者同士で出し合い、共有した。 

 

図表 37 コミュニケーションツール 
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⑤昼食のお弁当を題材に、食事に含まれるエネルギーやたんぱく質量を確認 

実際の食事に含まれるエネルギーやたんぱく質量を認識するため、市販の弁当を

題材にクイズ形式での学習を行った。 

昼食で食べた市販弁当のエネルギー、たんぱく質、食塩の量について予想し、チ

ェックシートに記入した。また、普段の食事と比較した量の多さ、味の濃さについ

ても併せてチェックした。 

弁当のラベルに記載された食品表示は事前に取り外し、表示貼付けシートに貼り

付けておき、チェックシートの記入後に参加者に配布した。 

 

図表 38 弁当の栄養成分チェックシート

 
 

図表 39 表示貼付けシート 

 

お弁当の栄養成分をチェック！

▼ 量と味について、ふだんのお食事と比べていかがでしたか。
該当する番号に〇をつけてください。

（量） １. 多い ２. 変わらない ３. 少ない ４. わからない

（味） １. 濃い ２. 変わらない ３. 薄い ４. わからない

600 kcal 700 kcal500 kcal  800 kcal

10 g 20 g 30 g0 g 40 g

2.0 g 4.0 g  6.0 g 0 g 8.0 g

（エネルギー）

（たんぱく質）

（食 塩）

▼それぞれどのくらいの量だと思いますか。
線上のこれくらいの量だと思うところに●印をつけてください。
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⑥地域でのコミュニケーション資材の活用 

第１回意見交換会の終了後、Ａ４サイズのコミュニケーション資材を配布し、家

族や友人との話題にする、食品選択の参考にするといった活用を呼び掛けた。 

 

 

（３）第２回意見交換会の実施内容 

①第１回意見交換会の振り返り 

第２回の意見交換会の冒頭に、第１回意見交換会終了からの１か月間の振り返り

を行った。振り返りに当たっては、第１回で学んだ内容を家族や友人と共有した

か、食品選択等の生活に反映したか、といった点に焦点を当てて意見交換を行っ

た。 

 

②コミュニケーション資材改訂版についての意見交換 

第１回意見交換会で参加者から提示された意見を基に修正したコミュニケーショ

ン資材改訂版をグループごとに確認し、分かりやすさ、見やすさ等について改めて

意見を出し合った。また、第１回意見交換会と同様、元気生活を送るためのアイデ

アについても再度意見を出し合った。 

 

  

実際の表示をみてみよう！

実際の表示（栄養成分表示等）
を貼り付ける

実際の表示（名称・原材料）
を貼り付ける
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図表 40 コミュニケーションツール改訂版 
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図表 41 食品表示カード改訂版 
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上記以外に、食品選択の際に参照できるツールとして、徳島県でよく食べられて

いる食品・料理、郷土料理が含有するたんぱく質とエネルギーのバランスを確認で

きるマップを作成し、分かりやすさや、追加すべき食品・料理等についてグループ

ごとに意見を出し合った。 

図表 42 エネルギー・たんぱく質マップ 
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共有した意見はグループごとに取りまとめ、全体に向けて発表を行った。発表終

了後、他のグループの発表を聞いた感想、参考になった意見等について、改めてグ

ループごとに意見交換を行った。 

 

③地域で行われている他の取組とのつながりについての意見交換 

プログラムへの参加を地域の健康増進の取組につながるきっかけとするため、藍

住町保健センターや食生活改善推進協議会等の取組について情報提供を行った。 

単なる紹介にとどまらず、地域全体で住民の元気生活を支えていくことへの意識

を高めることを目的に、地域の取組をどのように自身の生活につなげていくことが

できるかについて、グループごとに意見交換を行った。 

 

④終了後アンケートの実施 

第１回及び第２回を通じて、意見交換会に対する感想や満足度を把握するため、

終了後アンケート調査を実施した。 

 

図表 43 終了後アンケート調査票  
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４－２－５．結果 

（１）アセスメントシート 

藍住町社会福祉協議会と藍住町食生活改善推進協議会の呼び掛けに応じた、男女

20 名（男性 11 名、女性９名）が参加した。 

図表 44 参加者の性別 

 
 

参加者の年齢は 60 歳代～70 歳代で、平均年齢は 70.4 歳であった。 

図表 45 参加者の年齢（単位：歳） 

 

 

参加者の BMI は平均 22.7 であった。60 歳代では標準範囲内が 77.8%（７名）、や

せが０％、肥満が 22.2%（２名）、70 歳代では標準範囲内が 81.8%（９名）、やせ

が 18.2%（２名）、肥満が０%であった。 

図表 46 やせ・肥満の割合 

60 歳代                  70 歳代        
 
 

 

  

55.0% 45.0% 0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 女性 無回答 n=20

調査数 平均値 最小値 最大値

20 70.4 60.0 78.0

0.0% 77.8% 22.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

やせ 範囲内 肥満 n=9

18.2% 81.8% 0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

やせ 範囲内 肥満 n=11
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参加者の既往歴については、高血圧症が 40%と最も多く、脂質異常症が 30%、糖尿

病が 10%であった。「ない」という回答も 30%みられた。 

図表 47 参加者の既往歴 

 
 

低栄養予防の意識については、気を付けている（45%）と気を付けていない

（40%）が拮抗していた。分からないという回答は 15%であった。 

図表 48 低栄養予防に気を付けているか 

 
 

普段の食欲については「とてもある」と「ある」を合わせると 80%であった。 

図表 49 食欲の有無 

 

 
 

食品の買物については、ほぼ毎日行く人が 25％いた一方で、めったに行かない人

も 10％いた。最も多い回答は週１～２回（40％）であった。 

  

10.0%

40.0%

30.0%

30.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

糖尿病

高血圧症

脂質異常症

ない

糖尿病 高血圧症 脂質異常症 ない n=20

45.0% 40.0% 15.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

気をつけている 気をつけていない

わからない n=20

10.0% 70.0% 20.0%
0.0%
0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とてもある ある ふつう ない まったくない n=20
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図表 50 食品の買物に行く頻度 

 
 

半数が栄養成分表示を見たことがあり、食生活の参考にしていると回答した一方

で、見たことがないという回答も 15％みられた。 

図表 51 栄養成分表示の活用 

 
 

前日の食事については、朝食・昼食に穀類は 100％含まれていたが、野菜類は朝

食で 25%、昼食で 15%、魚介類／肉類／大豆・大豆製品／卵類／乳類は朝食で 10%、

昼食で 20%の人が含まれていないと回答した。夕食については逆に、穀類が含まれ

ていない人が 25％いた。 

図表 52 前日の食事に含まれていた食品グループ 朝食 

  
 

図表 53 前日の食事に含まれていた食品グループ 昼食 

  

25.0% 20.0% 40.0%

5.0%

10.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほぼ毎日 週3～4回 週1～2回

月1～2回 めったにない n=20

50.0% 35.0% 15.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

見たことがあり、食生活の参考にする

見たことはあるが、食生活の参考にはしない

見たことがない

n=20

100.0%

90.0%

75.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

穀類 n=20

魚介類/肉類/大豆・大豆製品/

卵類/乳類 n=18

野菜類 n=15

100.0%

80.0%

85.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

穀類 n=20

魚介類/肉類/大豆・大豆製品/

卵類/乳類 n=16

野菜類 n=17
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図表 54 前日の食事に含まれていた食品グループ 夕食 

 
 

間食については、「時々食べる」が 65％で最も多かった。 

図表 55 間食の頻度 

 
 

特定保健用食品や機能性表示食品については、10％が継続的に摂取しており、

50％が継続摂取していないが摂取経験を有していた。 

図表 56 特定保健用食品・機能性表示食品の摂取状況 

 
 

体を動かす習慣については半数が「ほぼ毎日」していると回答し、就業又は地域

活動については全員が参加していると回答しており、元気で積極的な参加者である

ことが読み取れた。 

 

  図表 57 体を動かす習慣      図表 58 就業・地域活動への参加状況 

    

 

  

75.0%

100.0%

100.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

穀類 n=15

魚介類/肉類/大豆・大豆製品/

卵類/乳類 n=20

野菜類 n=20

25.0% 65.0% 10.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほぼ毎日食べる 時々食べる めったに食べない n=20

10.0% 50.0% 30.0%

5.0% 5.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

継続的に摂取している 摂取したことがある

摂取したことはない どのようなものか知らない

無回答 n=20

50.0% 35.0% 15.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほぼ毎日 時々 めったにない n=20

100.0% 0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

している していない n=20
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（２）弁当チェックシートの確認結果 

昼食で食べた市販弁当に含まれるエネルギー、たんぱく質、食塩がどのくらい含

まれるか推測してもらったところ、回答は大きくばらついた。含有量の推測は難し

い様子であった。 

図表 59 弁当を食べて栄養成分表を推測した結果（１班５名分） 

 

 

 

 

（３）第 1回意見交換会における参加者の反応 

第１回意見交換会終了後に、全体進行役及び各グループのファシリテーターによ

る振り返り会を開催し、各グループの参加者から出された意見について情報交換を

行った。また、各ファシリテーターは振り返り記入シートに話合いの様子や出され

た意見を記入した。 

振り返り会及び振り返り記入シートの主な内容は次のとおりであった。 
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図表 60 参加者の反応 主な内容 

アセスメントシートへの反応、意見 

 ・頻度を尋ねる際に「時々」よりも「週○日」の方が良い。 

・「これまでに診断された生活習慣病はありますか」という問が分かりにくいとのこと。病院で

は「〇〇の値が高いですね」と言われるので、それが診断されたことに当たるのか分から

ないという方もいた。 

・「低栄養」を「減塩」の意味に勘違いしている方がいた。 

・食品グループに〇を付けるのが回答しづらいようであった。食べたものを思い出しながら

書いていく方が書きやすいようであった。 

・⑪の体を動かす習慣の質問について、運動の量（１日の時間や歩行数など）のものさしの

イメージがしにくかった。（量の目安があった方が良いかもしれない。） 

コミュニケーション資材への反応、意見 

 ・進行役として、「まめに食べて＋まめに動く」というタイトルの意識付けが弱かったため、特

に「動く」についての意見が出る雰囲気にできなかった。 

・今回は「たんぱく質」に注目した構成であるが、塩分等と違って「たんぱく質についてはあま

り聞いたことがない」との発言があった。 

・「低栄養」と「肥満」のスパイラルについての図は好評だった。ただし、「虚弱」や「基礎代

謝」、「エネルギー消費量」、「脂質異常症」という表現をどこまで理解していたかは疑問。 

・県平均や国平均と比べて藍住町が高い割合を示している指標については非常に興味を持

たれていた。 

・地域の活動に積極的に参加している方が多かった。自分たちは積極的に活動している

が、つないでくれる人が不在であることに懸念を持っていた。 

・「基礎代謝」や「身体機能」など、やや難しい表現になっている。具体的（実際にどのような

状態になるのか等）に書いてくれると分かりやすい。 

食品表示カードへの反応、意見 

 ・カードを使って自ら献立を作るというのが、特に男性陣には難しかったため、朝食に何を食

べているかといった問いかけでカードを使い始めてもらった。 

・みそ汁や焼き魚・煮魚、野菜など、もっぱら食べているものがないとの意見があった。みそ

汁には豆腐も入れるが、ちくわや油揚げを入れる方が多かった。さばの水煮は流行ってい

ることは知っているが、ツナ缶の方が食べている。蒸し鶏は食べている方はいないようだっ

た。牛乳よりもヨーグルトという意見が多かった（一人は「乳酸菌飲料」と言っていた）。 

・「ソーセージ」よりも「ウインナー」という表現の方がよい。 

・豆腐のサイズも地域特性を考慮した方がよい。 

・カード形式では食品が限定されるため、もっと多くの種類の食品の栄養成分を一覧できる

資料の方がよいのではないかとの意見があった。 

元気生活を続けるためのアイディア 

 ＜食事のコツ＞ 

・皆で食べるとおいしい    ・時には外食することも大切 

・夫婦二人暮らしになると、「おはよう」「ありがとう」「いただきます」「ごちそうさま」という挨拶

が大切 

＜運動のコツ＞ 

・ボランティア活動をする   ・車を遠くに置く   ・片付けなどをして体を動かす      

・外食に出かける 
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（４）コミュニケーション資材等の改訂のポイント 

第 1 回意見交換会で得られた意見を踏まえ、下記のような修正を加えたコミュニ

ケーション資材改訂版を作成した。 

 文字を少なくする、イラストを使う、テーマごとに色を決める（栄養や栄養成分表

示に関することは黄緑色、体格や健康に関することは水色、食べるコツはオレンジ

色）等、目で見て分かりやすいように工夫した。 

 運動についての情報提供はあまり行っていないため、元気生活のアイデアは食事

の面に焦点を当てることとし、運動面からのアイデアは補足的な扱いにとどめた。 

 1 日に必要なエネルギー量についての理解を深めるための啓発資材を追加した。 

 たんぱく質の働きの理解を深めるため、イラストを使って分かりやすい解説を加

えた啓発資材を追加した。 

 食品表示カードについては、藍住町でよく食べられている「しらす干し」、「フ

ィッシュカツ」、「ちくわ」、「納豆」のカードを追加した。また、自分の食生

活に合わせてオリジナルの食品表示カードを作れるよう白地のカードを追加し

た。 

 食品のエネルギーとたんぱく質のバランスを視覚的に確認できるよう、身近な食

材のエネルギー・たんぱく質バランスマップを作成した。 

 学習した内容を家族・友人等に伝える、あるいは食品購入の際に参照するツール

として、BMI についての資材と、たんぱく質の必要量についての資材を抜粋し、

Ｂ５サイズのポケット版として配布した。 
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図表 61 修正した資材 主なものの前後比較 

 

 

 

図表 62 追加した主な資材 エネルギーの必要量 
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図表 63 追加した主な資材 たんぱく質の旅 

 

 

 

図表 64 食品表示カード 追加例・白地カード 
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図表 65 エネルギー・たんぱく質マップ 

 
 

 

図表 66 コミュニケーション資材ポケット版 
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（５）終了後アンケートの結果 

第２回意見交換会は２名が欠席したため、アンケート調査の回答者は 18 名であっ

た。 

第１回及び第２回意見交換会に参加した感想を尋ねたところ、全員が「とても楽

しかった」又は「まあ楽しかった」と回答した。 

図表 67 意見交換会は楽しかったか 

 
 

参加者のほとんどが、話合いの中で積極的な発言ができ、他の参加者の発言を興

味深く聞くことができたと回答し、活発な議論ができたことへの満足度の高さが伺

えた。 

図表 68 積極的に発言できたか 

 
 

図表 69 他の参加者の発言を興味深く聞くことができたか 

 
 

全員が元気生活を送るために栄養成分表示を活用したいと回答した。 

図表 70 元気生活を送るために栄養成分表示を活用してみようと思うか 

 

61.1% 38.9% 0.0%
0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても楽しかった まあ楽しかった

楽しくなかった 無回答 n=18

94.4%

5.6%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

できた できなかった 無回答 n=18

100.0%
0.0%
0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

できた できなかった 無回答 n=18

100.0% 0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

思う 思わない 無回答 n=18
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元気生活を送るためのアイデアについては、90％以上の参加者が「十分話し合え

た」又は「まあ話し合えた」と回答した。また、全員がアイデアについて身近な人

と「さっそく話し合ってみたい」又は「機会があれば話し合ってみたい」と回答し

た。 

図表 71 話合いの場で、元気生活を送るためのアイデアについて十分に話し合う

ことができたか 

 
 

図表 72 元気生活を送るためのアイデアについて、家族や友だちなど身近な人と

話し合ってみたいと思うか 

 
 

第１回意見交換会で昼食の弁当に含まれるエネルギー、たんぱく質、食塩の量に

ついて予測したことで、普段の食事の参考になったという回答は 80％以上であっ

た。 

図表 73 第１回意見交換会で弁当を実際に食べて含まれる量をチェックしたこと

は、普段の食事の参考になったか 

 
  

38.9% 55.6%

5.6%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

十分話し合えた まあ話し合えた

話し合えなかった 無回答 n=18

27.8% 72.2%
0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

さっそく話し合ってみたい

機会があれば話し合ってみたい

話し合ってみたいと思わない

無回答 n=18

83.3%

5.6%

11.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

参考になった 参考にならなかった 無回答 n=18
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（６）第２回意見交換会における参加者の反応 

第２回意見交換会終了後にも、第１回と同様に全体進行役及び各グループのファ

シリテーターによる振り返り会と、振り返りシートへの記入を行い、参加者の反応

を取りまとめた。主な反応として、次のような内容が挙げられた。 

 

図表 74 参加者の反応 主な内容 

第 1回意見交換会の振り返り 

 ・栄養成分表示を気を付けて見るようになったという意見と、変わっていないという

意見があった。ただし、変わっていないという男性の参加者でも、奥さんに内容を

話したところ、奥さんは栄養成分表示を見て塩分コントロールをしていたことが分

かったと話していた。 

・１回目で魚肉ソーセージについて議論が盛り上がった。「添加物が多く入っているの

では」と魚肉ソーセージに否定的だった参加者が、第１回終了後にスーパーで魚肉

ソーセージの表示を確認したところ保存料無添加であることを知り、孫のために買

うようになったと話していた。 

・食べる側よりも料理を作る側（奥さん）に聞いてもらうと良い内容だと思った。 

・家に孫がいる（世代が幅広い）世帯には、子供にも活用できるデータやイラストが

あるといい。 

コミュニケーション資材改訂版について 

 ・コミュニケーションツールの体の構成成分が色付きになり分かりやすくなった。 

・たんぱく質の旅の図は子どもが見てもよく分かり、万人向けと思う。 

・「基礎代謝」という言葉は説明が必要ではないか。 

・低栄養の渦のイラストの説明の言葉は少し難しいので、普段耳にする言葉を追加す

るのがよい。例えば、「食欲の低下」には、『この頃あんまり食べれんなあ』とか、

「筋肉量が減る」には、『足がやせたなあ』とか。 

・低栄養の渦に人が飲み込まれているが、渦にかけ橋をかけてはどうか。「明日への健

康のかけ橋」「夢のかけ橋」など。 

食品カードについて 

 ・食品カードは普段食べる量に換算されていた方が使いやすい。パック御飯にはなじ

みがなく、どのくらいの量なのか分からない。男性、女性、子どもと３通りの量が

あると良い。また、パンも４、５、６枚切りがあるとよい。 

・食品カードに果物を入れてほしい（例：りんご 1/4、みかん、すいか、バナナ、ぶど

う、梨）。 

・ちくわは 1 本当たりにしてほしいが、徳島では大きなサイズのちくわも売っている

ので、分かりにくいという問題がある。 

・白紙カードを使って「我が家流」の食品カードを作ればよいのではないか。 

エネルギー・たんぱく質マップについて 

 ・よく食べる食品が入っていない。牛乳、チーズ、うどん、ラーメン、とんかつなど

追加してはどうか。 

・エネルギー・たんぱく質のイラストマップは良いアイデアと思う。せっかくなので 

もっと情報を入れたらよいのではないか。 
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啓発資材ポケット版について 

 ・文字が小さくて分かりづらい。サイズを大きくして、強調したい内容の文字を大き

くするなどしてはどうか。 

・BMI 表の使い方が分かりにくい。 

・kg、cm の単位をまとめて書いて、その分数字は大きく書いてほしい。 

元気生活を送るための、栄養成分表示の活用アイデア 

 ・レシートに QR コードを印字して、それを読み取ると、自分が買ったものの栄養成分

表示が出るような仕組みがあると便利なのではないか。 

・ウェブ上で、自分が食べたメニューを入力すると栄養成分が計算されて出てくるよ

うなツールがあると良い。 

・提示してくれた食品カードを参考にして、白紙カードに我が家の食品の実際を知り

記入する。よく食べている食品のカードを作成することにより、正確な利用成分表

示ができ、活用できる。 

・栄養成分表示を見てから食品を購入するというのはなかなか難しいが、菓子パンや

カップ麺など、そのまま食べるような食品は理解しやすいことを紹介する。 

地域の健康づくりに関する取組との関わりについて 

 ・自分の地区では、年に１回講師を招いて健康教室を開催しており、80 人程度の参加

がある。健康に関する話と実技を行っている。 

・藍住町は病院や高齢者施設が多くあり、健康教室を開いたりしている。また 100 歳

体操や阿波踊り体操なども団体などが実施している。こういう機会に食のテーマも

取り入れたらどうか。 

・自ら参加する高齢者は余り心配いらないが、なかなか外に出ない高齢者が食べられ

なくて低栄養になってしまう心配が大きい。食べられない高齢者をどうするかが重

要であると思うので、民生委員を対象にこのような学習会をするのもよいのではな

いか。 

・地域の健康づくりについては食生活改善推進員が積極的に取り組んでいる。栄養成

分表示のうち、特にエネルギーについては町内の小学６年生対象の食育の授業の時、

飲み物の実物とそのエネルギーを、スティックシュガーで表して展示し、子供たち

の関心を集めている。塩分についても地域の行事等で呼び掛け、汁物の塩分測定を

して減塩の意識が根付いているように思える。 

・保健センターの健診についてのポスターが全戸配布されているというが、見たこと

がない。 

・男性料理教室には運動サークルがサークル単位で多く参加している。もともとある

集まりを通じて、健康づくりに関わると良いのではないか。 
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（７）第１回・第２回意見交換会の意見を受けて改訂したコミュニケーション

資材 

２回の意見交換会で得られた参加者の意見を踏まえて、コミュニケーション資材

を再度修正した。最終的なコミュニケーション資材改訂版は下記のとおりである。 

 

図表 75 コミュニケーション資材改訂版 
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４－３．成人一般 

４－３－１．実施機関等 

徳島県内のスーパーマーケット（株）キョーエイ（以下「キョーエイ」とい

う。）の協力を得て、キョーエイ三ツ合橋店の店頭での啓発資材掲示による消費者

教育プログラムを実施した。 

キョーエイは徳島県を中心に、スーパーマーケット・専門店を経営する県内最大

の流通グループで、消費者志向自主宣言を行っている小売事業者である。 

 

図表 76 キョーエイの概要 

 

 

 

４－３－２．狙い 

本事業で作成した成人一般向け消費者教育プログラムは、消費者が自身に合った

食品を選択する力を身に付けられるよう、食品選択の場において下記の情報発信を

行うことを目的として作成したものである。 

①地域のスーパーマーケットにおいて地域の健康づくりに役立つ訴求テーマを絞り

込み、店頭に並ぶ商品の栄養特性をいかした食品選択のヒントについて、地域内

や事業者内での話合いを通して、消費者（成人一般）に向けて発信する情報に作

り上げていく。 

②そのために必要な情報として、店舗でよく売れている商品を確認しつつ、地域の

健康課題を共有し、これまで店舗で実践してきた取組を基に、無理のない工夫で

実践できる方法や内容に整えていく。 

本事業では、本プログラムの改善点及び実践に当たっての留意点を抽出し、実践

マニュアルとしてまとめることを目的として、食品購入の場（スーパーマーケッ

ト）において本プログラムを試行した。 

 

設立：1958 年（昭和 33 年） 

店舗数：47店舗（スーパーマーケット 32 店舗・専門店 15 店舗） 

従業員数：1,834 人（2018 年２月現在） 

売上高：＜グループ＞410 億円、＜単体＞372 億円（2018 年２月末） 

普段行っている情報発信の取組： 

・チラシによる情報提供 

・店内ポップによる情報提供 

・すきとく市の実施（生産者が農産物等に自分で値段をつけて好きな量だけ出荷

して販売するコーナーの設置） 
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４−３−３．実施内容 

プログラム作成の前段階として、実証場所となる店舗関係者、行政の健康づくり

担当者等の関係者を交えて、①地域特性（食品の消費の実態、健康課題）の共有、

②発信する情報の訴求テーマの絞込みを実施した上で、議論の結果を踏まえ、③具

体の情報に加工・整理し、発信を行った。 

 

図表 77 プログラム作成の前段階の流れ 

地域特性（食品の消費の実態、健康課題）の共有 

 ■店舗でよく売れている商品のランキングなど、よく売れている食品・よく食べら

れている食品を分析する。 

■地域の健康課題について、既存のデータを活用して整理する。 

 

発信する情報の訴求テーマの絞り込み 

 ■事業者を交えた地域の関係者で話し合い、発信する情報の訴求テーマ、ターゲッ

トとする食品グループの絞り込みを行う。 

 

具体の情報に加工・整理し、発信 

 ■事業者内で話し合い、店舗内の商品を例に、栄養成分表示を使って、商品の栄養

特性をいかした情報に加工・整理し、情報発信を行う。 
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４－３－４．プログラムの進め方 

（１）地域特性（食品の消費の実態、健康課題）の共有 

地域の食品の消費実態を把握するため、キョーエイの売上げデータを分析したと

ころ、平成 30 年 10～11 月（２か月間）の売上金額上位 50 アイテムの中では、肉

類、野菜類、惣菜・弁当類が多いことが分かった。 

卵や牛乳はアイテム数は限られていたものの、共に３アイテムがランキング 50 位

以内、それぞれ２アイテムが 10 位以内に入るという売れ筋商品であった。 

 

図表 78 売上金額上位 50 アイテムの分類 

 
地域の健康課題については、既存データを活用して焦点を当てるべき健康課題の

絞込みを行った。議論には徳島県の健康づくり担当者も参加し、住民の生活状況や

意識といった定性的な情報についても共有した。 

 

（２）発信する情報の訴求テーマの絞り込み 

訴求テーマの絞り込みに当たっては、地域での関係者による話合いを計２回実施

した。 

話合いには、キョーエイの担当者のほか、徳島県庁や保健所、保健センターの管

理栄養士、町の食生活改善推進協議会会長、県栄養士会会長が参加して、地域の健

康課題を踏まえた訴求テーマと共に、地域でよく食べられている食品を参考に、タ

ーゲットとなる食品グループについて検討した。 

徳島県の健康課題を踏まえ、情報発信のテーマとして「低栄養予防・健康づく

り」と「糖尿病の予防」の２つを選択した。 

キョーエイの売上データ分析から、たんぱく質を多く含む食品がよく売れている

ことが分かっていたため、低栄養予防・健康づくりに関連する栄養成分として、た

んぱく質を選択した。           
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                     図表 79 テーマと食品選定の関係 

売上上位にあり、たんぱく質が豊富な食品か

ら、栄養成分表示のある加工食品を取り上げる

とともに、徳島県の地域性として金時豆など豆

をよく食べる習慣があることから、豆類も取り

上げることとした。 

糖尿病の予防に関連する栄養成分としては、

食後の血糖値の上昇を抑える食物繊維に着目す

ることとした。取り上げる食品としては食物繊

維を多く含む穀類に着目し、食物繊維の表示が

されていたパン類を採用した。玄米ごはんにつ

いても検討したが、市販のパック玄米ごはんに

は食物繊維の表示がなかったため、採用しなかった。 

図表 80 店内で実際に掲示されたポップ 

 
 

 

（３）具体の情報に加工・整理し、発信 

キョーエイでは、普段から季節に合わせたおすすめ品や、手軽に安価で食べられ

るおすすめ品に関して、ポップを使って情報を提供していた。本事業ではこうした

既存の取組をいかして、店内ポップを掲示することで、たんぱく質や食物繊維を多

く含む食品の栄養成分量に関する情報を発信した。 

ポップの作成に当たっては、下記の工夫を行った。 

 情報を詰め込み過ぎない。必要量と、食品に含まれる量に焦点を当てる。 

 栄養成分表示がどこにあるか分かるように、実際の商品写真を用いて場所を

指し示す。 

 フォントの色や大きさを調整し、重要な情報に視線が集まるようにする。 
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（４）消費者からの意見収集 

商品ポップの効果を確認することを目的に、キョーエイ三ツ合橋店の来店者を対

象にアンケート調査を実施した。会計レジ後ろにアンケート調査記入台を設置し、

見本として店内に掲示したものと同じ店内ポップを掲示した。 

 

図表 81 店内商品ポップに関するアンケート内容 
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４－３－５．結果 

ポップは平成 31 年２月 25 日（月）～３月３日（日）の７日間、キョーエイ三ツ

合橋店の店内に掲示された。 

期間中に合計 159 名の来店者が、アンケート調査に回答した。 

回答者の約８割が女性であった。年齢はばらつきがあったが、最も多かった年代

は 70 歳代で 22.6％であった。 

 

図表 82 性別 

 
 

図表 83 年代別の割合 

 
 

普段から、いつも栄養成分表示を見て食品を選ぶという回答は 26.4％、時々見て

選ぶという回答は 53.5％であり、栄養成分表示に注目している消費者が多いことが

うかがわれた。 

図表 84 普段栄養成分表示を見て食品を選んでいるか 

 
 
 
 
 

9.4% 76.7% 13.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 女性 無回答 n=159

5.7%

6.3% 8.8% 15.7% 14.5% 18.2% 22.6% 5.0%

0.0%

3.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2

10歳代以下 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代

60歳代 70歳代 80歳代 90歳代以上 無回答 n=159

26.4% 53.5% 18.2%

1.3%

0.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いつも見て選ぶ 時々見て選ぶ
見ないで選ぶ 栄養成分表示について知らない
無回答 n=159
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店内ポップについては、43.4％が「気づいた」と回答した。 

図表 85 食品表示についてのポップに気づいたか 

 
 

ポップに気づいた人と気づかなかった人とを比較すると、気づいた人の方が、栄

養に関する基礎知識を持つ人の割合が多い傾向にあった。 

必要なたんぱく質量の目安については 22.0％が「知っていた」と回答した。その

割合はポップに気づいた人に絞ると高くなり、36.2%であった。 

一方、食物繊維の目安については「知っていた」と回答した人の割合は 31.4%で

あった。ポップに気づいた人に絞ると 53.6%と半数を超え、たんぱく質と比べると

知識が浸透していた。 

 

図表 86 必要なたんぱく質の目安量について知っていたか 

（ポップに気づいたか否かでクロス集計） 

 

43.4% 56.0% 0.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

気づいた 気づかなかった 無回答 n=159

22.0%

36.2%

11.2%

78.0%

63.8%

88.8%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 n=159

ポップに気づいた n=69

ポップに気づかなかった n=89

知っていた 知らなかった 無回答
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図表 87 必要な食物繊維の目安量について知っていたか 

（ポップに気づいたか否かでクロス集計） 

 
 

ポップに気づいた人にポップの分かりやすさについて尋ねたところ、78.3％と多

くの人が「分かりやすかった」と回答した 

 

図表 88 ポップの分かりやすさについての感想（ポップに気づいた人 n=69） 

 
 

アンケートに回答した人の９割以上が、今後栄養成分表示を見ると思うと回答し

た。 

図表 89 今後、栄養成分表示を見ると思うか 

 
  

31.4%

53.6%

13.5%

67.9%

44.9%

86.5%

0.6%

1.4%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 n=159

ポップに気づいた n=69

ポップに気づかなかった n=89

知っていた 知らなかった 無回答

78.3% 15.9% 5.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

分かりやすかった 分かりにくかった 無回答 n=69

90.6% 8.8% 0.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

思う 思わない 無回答 n=159
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４－４．他県での実行可能性の検討 

 

全国展開を見据え、地域特性の異なる地域として新潟県を選定し、徳島県内で実

施したプログラムを実践する場合のテーマや課題、活用できる地域資源について、

有識者、新潟県及び新潟市の健康づくり担当者からヒアリングを行った。 

 

新潟県の健康課題としては、第一に高血圧が挙げられた。全国平均と比較して塩

分摂取量が高く、塩魚や漬物といった塩辛い食品を好むこと、既に味が付いている

料理にもしょうゆやソースをかけて食べる習慣等が、その原因として挙げられた。 

こうした状況を受けて、長年県を挙げて減塩活動に取り組んでおり、各市町村が

減塩メニューの開発に取り組むなど積極的な活動が行われている。 

 

図表 90 ヒアリング結果まとめ 新潟県の背景情報について 

１．新潟県の健康課題 

 ・高血圧が最大の課題である。 

・飲酒量は多いが、肝疾患はそれほど多くない。 

・肥満は少なく、特に男性は全国平均に比べて痩せている。 

２．健康課題に関連した栄養摂取及び生活習慣 

 
・塩分摂取量が高い。摂取源は塩魚、野菜の漬物、煮物、ラーメン等が考えられる。 

・魚の練り物をよく食べる。新潟にはかまぼこメーカーが多い。 

・めんつゆをよく使う。煮物もめんつゆで味付けをする。 

・味見をせずに味付けをする人が多く、味が濃くなりがち。 

・野菜の漬物は、１食でそれなりの量を食べる。自分で漬けたものを食べる。 

・塩鮭や漬物、ポテトサラダなどにしょうゆ、ソースをかける人もいる。 

・お酒のつまみとして、脂っこいものより枝豆や刺身などの軽いものを好む傾向にあ

る。 

・若い人はラーメンとライスなど、炭水化物の重ね食べが増加傾向にある。 

・惣菜をよく買っている。 

３．既存の取組 

 ・「減塩ルネサンス」として県を挙げて平成 21 年～平成 30 年の 10 年間減塩活動を行

ってきた。 

・県民健康栄養調査の際に、原票に戻って食事内容を定性的に分析した。また、給食施

設、病院、学校等の管理栄養士にヒアリングし、特徴的な食習慣について調査した。 

・新潟県内の市町村で、減塩・野菜たっぷりのメニュー開発に取り組み、レストランや

スーパーの惣菜を販売している、新潟市では「野菜 de ちょいしおメニュー」として

大学の研究室の学生が開発したメニューが、農園レストランやスーパーで販売されて

いる。 

・市内のスーパーと新潟市の協働で減塩惣菜シリーズを売り出している。 
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高齢者向けプログラムを新潟県内で実施する場合に活用できる場としては、「地

域の茶の間」や住民同士の協議会が開催する勉強会の場といった既存の活動の場が

挙げられた。 

着目する食品については、塩魚には栄養成分表示がない場合があること、漬物は

自家製を食べる習慣があることから、栄養成分表示を活用した消費者教育には不適

切ではないかとの指摘があり、新潟県内では各市町村が減塩惣菜の開発に取り組ん

でいることから、惣菜に着目してはどうかとの意見が得られた。 

また、特定の食べ物に注目するのではなく、食事全体の塩分量を考えることがで

きるプログラムが望ましいとの意見や、料理に調味料をかけて食べる食行動に着目

したアイデアも提案された。 

 

図表 91 ヒアリング結果まとめ 高齢者向けプログラムについて 

１．活用できる場 

 ・新潟市社協が開催する「地域の茶の間」（活動内容を限定しない居場所づくり。サロ

ン、体操、会食等が行われる）が良いのではないか。市内に数十箇所ある。ただし、

参加者は女性が多い傾向にある。 

・コミュニティ協議会の保健福祉部会の勉強会の場も利用できる。参加者の多くが男性

で、地域のキーパーソンであるため、波及力も期待できる。 

・食生活改善推進員が実施するイベント（料理教室等）も利用できるのではないか。 

２．内容の提案 

 
・減塩を呼び掛けるだけでなく、前向きなメッセージを発信できると良い。 

・減塩商品を使っても、使い過ぎれば減塩にならない。特定の食べ物に着目するのでは

なく、食べ方や、食事全体を見るプログラムが望ましい。 

・減塩商品は、自分が摂取する塩分量がどのくらい変わるのか実感しにくい。普通のし

ょうゆで作った煮物と、減塩しょうゆで作った煮物とで、どのくらい塩分量が変わる

かを見せると良いのではないか。 

・栄養成分表示を活用するのであれば、惣菜に着目するのが良いのではないか。 

・よく食べられている惣菜を売上情報等から把握し、食品カードを作成してはどうか。 

・自分が普段どのような惣菜を食べるか、またそこにどのくらい調味料をかけて食べて

いるかを振り返りながら、減塩のためにできることを話し合ってはどうか。 

・男性は料理をしないが、調味料をかけるなど、自分でコントロールできる食行動に注

目すると、自分ごととして考えられるのではないか。 

 

成人一般向けプログラムを新潟県内で実施する場合に活用できる場としては、減

塩メニュー開発で協働しているスーパーマーケットが挙げられた。 

特定の商品や食品ではなく、食事全体の塩分量に着目したプログラムとするた

め、減塩商品を使ったレシピを掲示し、使った商品に目印を付けるアイデアが提案
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された。また、既存の取組をいかす方法として、減塩惣菜を売り出すキャンペーン

も提案された。 

 

図表 92 ヒアリング結果まとめ 成人一般向けプログラムについて 

１．活用できる場 

 
・減塩メニュー開発で市と協働しているスーパーから協力が得られるのではないか。 

２．内容の提案 

 
・減塩商品の塩分量を強調するポップは、特定商品の宣伝になりかねないため難し

い。また、使いすぎれば減塩にならないため、食事全体で考える必要がある。 

・店内にある減塩商品を使ったレシピと塩分量を店内に掲示し、該当商品の値札に

「減塩レシピにはこの商品を使っています」と目印を付けてはどうか。 

・既存の減塩惣菜を売り出すキャンペーンを行ってはどうか。新潟県であれば各市町村

で開発したメニューを利用した取組が可能である。 
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第５章 食品関連事業者の取組の発信 

 

食品事業者による、消費者のための商品づくりについては、各事業者のウェブサ

イトや個々の商品紹介を通して発信されているものの、一般的に消費者に届きにく

い状況にある。毎日の食事のたびに繰り返される食品の選択・購入は、事業者によ

る生産・加工・流通・販売といった様々な活動に支えられている事実を、消費者が

意識する機会も少ない。 

栄養成分表示を活用した健康づくりと社会づくりを推進していくためには、地域

でも、社会全体でも、消費者と事業者の協働が必要となる。 

本章では、消費者庁が、消費者に商品開発や販売に係る事業者の努力を知っても

らい、消費者と事業者とをつなぐことを目的として実施している情報発信支援の取

組について、概要をまとめた。 

消費者庁では、事業者の取組を広く社会に発信するために、事業者に対して、消

費者志向経営（愛称：サステナブル経営）に誠実に取り組むことについて自主宣言

し、そのフォローアップを行っていただく「消費者志向自主宣言・フォローアップ

活動」を呼び掛けている。2019 年２月時点で消費者志向自主宣言への参画事業者は

100 事業者である。 

栄養成分表示を行うことは、消費者の適切な食品選択を助ける消費者志向の取組

といえる。消費者庁では食品事業者に対し、こうした消費者志向の商品づくりへの

取組について、改めて社会に広く情報発信することを呼び掛けている。 

また、栄養成分表示は健康づくりに役立つ情報源であるため、健康長寿社会を目

指す観点からも、消費者の選ぶ力と事業者のつくる力の向上を目指していくことを

併せて呼び掛けている。 

図表 93 食品関連事業者への呼び掛け 消費者のための食品づくりについての発信 
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図表 94 食品関連事業者への呼び掛け 健康長寿社会の実現

 

 

さらに、消費者志向自主宣言への参画事業者に、消費者の声をいかして商品の改

善・開発を行っている事例や、食べる人のこと・食事を用意する人のことを考えて

商品の開発・販売を行っている事例など、具体の取組について、消費者庁のウェブ

サイトで情報発信を実施している。 

 

図表 95 事業者の取組に関する発信例 
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食品事業者は、日常的に消費者の声をいかし、事業者の持つ技術力をいかして、

商品の改善・開発や販売を行っている。食品事業者の取組が、消費者を始め、社会

に周知されるようになれば、地域においても、事業者との協働で、その地域の健康

課題の解決や食品の消費の実態の改善に向けた話合いや活動に取り組みやすい環境

が整っていくことになる。さらに、事業者同士の交流を通して、積極的な発信がで

きるようになれば、社会への周知も広がり、より一層取り組みやすい環境が整って

いくことになる。 
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第６章 実践マニュアル 

 

本事業では、第５章までの内容を踏まえて、地域で栄養成分表示等を活用した消

費者教育を実践する際のポイントを取りまとめた実践マニュアルを作成した。 

本マニュアルは、地域で消費者教育を実践する者を読者として想定し、若年者向

け、高齢者向け、成人一般向けのそれぞれの消費者教育プログラムについて、企画

から準備、実践の手順とポイントについて解説した。また、本事業において徳島県

で実施した実証内容や、新潟県で実施した実施可能性の検討内容についても、具体

的な実践方法についてヒントが得られるように記載した。 

また、マニュアル本体は別添資料として、本報告書に添付した。 
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第７章 栄養成分表示を活用した消費者教育を地域で広げ

ていくための提言 

 

栄養成分表示の義務化により、消費者が栄養成分表示を活用できる場面は、今後

更に増加していく。消費者が栄養成分表示について正しく理解し、自身に合った食

品を適切に選択できるようになるには、身近な食品の栄養成分表示を題材とした消

費者教育を、地域で実践していくことが求められる。 

本事業では、若年者、高齢者、成人一般という異なる年齢層を対象に、また、学

校教育の場、集いの場、食品選択の場という異なるフィールドについて、栄養成分

表示等を活用した消費者教育プログラムの実証を行った。本章では、実証を行う中

で見えてきた、栄養成分表示等を活用した消費者教育を地域で推進する上で重要な

ポイントについてまとめる。 

 

 

７－１．地域特性についての情報収集及び分析 

消費者が地域で話合いを進めるためには、地域の健康課題や、食品の購入・販売

の実態を示すデータが欠かせない。 

地域の健康課題は、地方公共団体の健康増進計画や保健・医療・介護の関連デー

タから把握することが可能である。しかし、情報量が多く、一般の消費者にとって

は読み取ることが困難であると考えられる。その地域でどのような生活習慣病が多

いのか、要介護状態になっている原因は何か、健康上留意すべき体格（肥満、や

せ）の住民がどの程度いるか等、主なポイントを簡潔に分かりやすくまとめた資料

があれば、消費者同士の話合いをスムーズに進めることができる。世代ごとに健康

課題は異なるため、年代別の資料を作成することも有用である。 

当該資料については、専門家が作成して情報提供するという方法も考えられる

が、自ら学び、自ら実践することを基本とする消費者教育の考え方に立ち返ると、

専門家と地域住民とが一緒に話し合いながら作る、あるいは専門家が一旦情報提供

した上で、住民の意見を踏まえて改良を加える、分かりやすい内容に整えていくと

いったプロセスも重要である。 

本事業では、地域の健康課題について、国民健康・栄養調査、県民健康栄養調

査、要介護認定率といった公開データに基づいて整理した。特に高齢者向けプログ

ラムでは、こうした情報は参加者の関心を集め、栄養成分表示の活用を「自分ご

と」として捉えるきっかけとして役立った（図表 96 参照）。 
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こうした公開データは全国どの地域であっても活用できる一方で、一般の消費者

の目に触れていない場合も多くあることから、専門家と消費者が対話しながら、我

が町の課題について情報共有していくことが望まれる。 

 

図表 96 高齢者の健康課題 取りまとめの例（徳島県及び藍住町） 

 
 
 

食品の購入や販売の実態については、家計調査の品目別都道府県庁所在市・政令

指定都市ランキング等の既存データを活用する方法もあるが、より生活に身近で、

個々の消費者でも実践できる様々な方法が存在する。 

例えば、消費者自ら普段の食品の購入状況を振り返る、家族や仲間の購入状況を

聞き取る、行政などが実施した地域の栄養調査や食事調査の結果を調べる、医療機

関の管理栄養士に病気になった人に共通した食事の特徴について尋ねるなどの方法

で把握する等が考えられる。 

また、スーパーマーケットで買い物をする際に商品ごとの売場の広さや品目数の

多さを観察する、スーパーマーケットの広告チラシで掲載されている商品を確認す
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る、スーパーマーケットで働く人に売れ筋商品を尋ねる等の方法で把握することも

可能である。 

このように、消費者自身が普段の生活を振り返る、スーパーマーケットでの購買

状況を観察する、販売状況を分析する等、日々の生活や社会との関わりの中で、地

域の食品購買の実態を把握することができる。 

本事業では、家計調査とスーパーマーケットの売上情報から把握した情報と、プ

ログラム参加者が振り返った自身の購買行動（お気に入りの食品等）に基づいて、

地域の食品購買の実態について話合いを行った。こうした取組は、消費者が自分や

家族の食行動だけでなく、地域全体の食行動に目を向けるきっかけにもなり得ると

考えられる。 

 

 

７－２．多様な地域資源の活用 

地域で消費者教育をスムーズに進めるためには、既存のフィールドや取組を活用

することが有効である。 

本事業では、若年者向けでは大学の授業を活用し、成人一般向けではキョーエイ

で既に取り組んでいた店内ポップによる情報発信を発展させる形でプログラムを実

施した。高齢者向けプログラムについては、意見交換会として新規の場を設けた

が、地域で実践する際には既存の集いの場を活用することが、参加者確保の観点か

らも、取組の継続性の観点からも望ましい。 

活用できるフィールドは、高齢者であれば会食会やサロンといった集いの場が考

えられる。ファミリーレストランやスーパーマーケットといった民間事業者が、地

域の高齢者の集いの場や学習の場を提供する取組を行っているケースもみられ、

様々な地域資源の活用が可能である。 

一方、若い世代は、高齢者に比べてこうした集いの場が少ないため、SNS 等ソー

シャルメディア上のコミュニケーションの場の活用を含め、様々な選択肢を検討す

る必要があると考えられる。 

また、本事業ではスーパーマーケットの店内にポップを掲示したが、スーパーマ

ーケット等のチラシで、売出し中の商品と栄養成分表示の主旨とを関連付けて広報

するという方法も考えられる。ポップやチラシのように、既存の情報発信ツールを

活用することで、地域の関係者から協力を得られやすい、効率的な取組につながる

と考えられる。 
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７－３．栄養成分表示の限界 

栄養成分表示は加工食品にしか表示されていないため、それだけでは消費者自身

の栄養摂取状況を全て把握することはできない。また、「100g 当たり」、「１包装

当たり」などと、食品ごとに表示単位が異なっており、自分が食べる分の栄養成分

を食品選択の場面や食事を用意する場面で計算するといった活用が困難な場合もあ

る。 

一方で、本事業の実証に参加した消費者からは、「参加者同士の話合いをきっか

けに食品表示を見るようになった」、「話合いの内容を妻に話してみたら、実は以

前から表示を見て食品を選んでいたことを知った」というように、栄養成分表示を

入口として、自身の食品選択への意識が高まったという声が多く聞かれた。 

栄養成分表示は活用の仕方を工夫する必要のあるツールであることを伝えつつ、

自身の食行動を振り返るきっかけとして参加者に提示することで、より広い視点か

ら栄養成分表示の活用について話し合うことを促す必要があると考えられる。 

 

 

７－４．食事全体でバランスを整える視点 

栄養成分表示は個々の食品に表示されているものであるため、ともすると個別の

食品や、特定の栄養素に注目が集まりがちである。しかし本当に重要なのは、食事

全体の栄養バランスを整えるための食品選択の目安として、栄養成分表示を上手に

活用することである。 

一方で、特定の食品や栄養素を薦めるメッセージに比べ、食事全体の栄養バラン

スに着目したメッセージは、インパクトが小さい、あるいは焦点がぼやけてしまう

といった難しさもある。 

本事業で実施した成人一般向けプログラムではたんぱく質や食物繊維が豊富な特

定の食品にフォーカスした情報発信を行ったが、新潟県での実施可能性の検討にお

いては、減塩レシピを掲示するという、食事全体のバランスに着目した情報発信が

提案された。これは、減塩商品を薦めたとしても使い過ぎれば塩分摂取量の低下に

つながらないという、減塩をテーマにした情報発信ならではの状況を踏まえたもの

でもあった。 

消費者教育においては、分かりやすく消費者の心に響くメッセージを発信するこ

とも重要な視点である。食事全体の栄養バランスが大切であるという前提をしっか

り意識しつつ、様々な情報発信の形を地域で考えていくことが望まれる。 

 

 


